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韓国のソウル，釜山，大郎，大田，光州、|の市と，迎ーなどの 5 郡の小・中・高校在学中の小学 4 年から高校 2 年ま
での児童生徒を調査対象とし，小学生用，中高校生用の 2 種類の調査票をもとに，各学年 5"""'6 クラスの協力を得て，
1992年 6 ， 7 月に調査を実施した。対象者数は2 ， 477名で，そのうち 2.403名(男子1.130名，女子1.273名)から回答
が得られた(回答率97%)。使用した調査票は J K Y B (Japan Know Your Body study) 調査票を韓国語に翻訳し
たものである o 本人の喫煙や飲酒等の行動を質問することを考慮し，調査票は本人自記式で無記名とし，調査票を入
れる封筒を個々の回答者に配布して記入後に回答者自身が封筒に入れ，封をするようにして秘密の保持に配慮した。
喫煙経験者の割合は，学年が上になるほど高くなる傾向を示し，男子の場合，小学 4 年で 17.4%.高校 2 年では
65.4%。女子では，小学 4 年5.2%から高校 2 年の24.9%へと漸増していた。 1 か月以内に喫煙した者は，男子では中


















経験となんらかの関連を示すことが明らかになったので， これら 7 項目についてスコアを与えて説明変数とし，中学，
高校の男女別に，喫煙経験の有無を目的変数とする判別分析を行った (Wilks ^値が最小になる変数を選択。選択基





韓国の小中高生2 ， 403名に対し，喫煙状況と関連要因を調査した。男子では喫煙経験者は小学 5 年で20%を超えた。










高校在学中の小学 4 年から高校 2 年までの児童生徒の 2 ， 477名を調査対象とし， 1992年 6 ， 7 月に実施し，回答は
2， 403名から得られた。使用した調査票は J K Y B (Japan Know Your Body study) 調査票を韓国語に翻訳したも
のである。
男子では喫煙経験者は小学 5 年で20%を超えた。 1 か月以内喫煙者の割合は中学 3 年頃から増加し，高校 2 年で39
%に達した。喫煙経験の有無を目的変数とした判別分析の結果，友人の喫煙，喫煙に対する態度，飲酒経験が，喫煙
経験と関連が強い上位 3 位までの変数として選択された。韓国の小中高生の喫煙状況は，最近日本で行われた青少年
の喫煙調査結果と類似している o
喫煙防止プログラム開発の課題として，喫煙防止教育を小学校の低学年から開始することだけでなく，友人や家庭
の同居者の喫煙に対する働きかけや，飲酒や不健康な食生活などを含め，健康へのリスクを総合的に低下させていく
ことなどが重要な課題であることを示した点において新たな知見を示しており，学位に値すると考える。
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